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４章 独立型社会福祉士における高齢期の就労継続要因 
  
 大浦 明美 
                             OURA Akemi 
 
１ 研究の背景と目的 
1.1 「老い」の肯定 
 老人、高齢者、老年期等と言えば、当然ながら人生の「老い」を表わしている。その身
体的な老いは、高血圧や、骨粗しょう症、関節痛、更年期障害、生活習慣病等々のいわゆ
る病名の付いた身体の老化現象を一因とする変化によって示される。また、もっと身近な
日常のこととして、顔のしわが増える、白髪が目立つ、新聞の活字が見づらい、手の血管
が浮き出て見える、筋肉痛が二日後に出て来る等を実感することで、忍び寄る老いを、人
は受け入れがたくも、あっさり肯定する。 
それでは、心的老いはどうか。たとえば、感動しなくなった、昔を懐かしむことが増え
た、人に従いやすくなった等があり、それを「老いては子に従え」とか「年を取って丸く
なる」などと表現されることもある。それとは逆に、年を取るにつれて頑固になった、意
地悪になった等と指摘されることもある。また、長期間保存される記憶の中で、個人の経
験に基づくエピソード記憶や意味記憶から、新たな胆識を得る場合もある。おばあちゃん
の知恵袋などと表現されるのもその一つであろうし、知識や経験に合わせて少しばかりの
動機によって、知恵が出てくると考えられる。この場合の少しばかりの動機とは、物事に
一手間加えることの楽しさや、現在の自己を肯定する気持ちが含まれる。心の老いは、日
常生活の変化のない生活に逆らうこともなく、時間の制限もない穏やかな気持ちでいるこ
となのかもしれない。 
 さて、身体的老いと心的老いについて述べてきたが、ここで問題にしたいのは、心的老
いに関わる性格は老いるのかという疑問である。性格は変わる、性格は変えられる等と言
われてもいるが、実際に、同窓会などで「その性格は、昔から変わらないなあ」と旧友に
言われたりすると、性格はなかなか変わるものではないと思ってしまう。これについての
一つの答えとして、ジェームズ・ヒルマン（2000:9）は、「老化は必然だ。魂は老いを人間
のありかたとして求めている。」と述べている。老化は当たり前であるが、老化するあるい
は老いることには、何らか目的があるのではないかと考えられる。 
それに加えて、ジェームズ・ヒルマン（2000:10）は、「晩年は、生まれつきの性格をく
っきりと浮かび上がらせ、成就させるためにあるのだ、」と言い切っている。短所長所を含
めて、性格は生まれながらにして確定しており、その性格は、老いることなく、身体が老
化することによって、よりはっきりと表れて、私らしい老いを肯定することに価値をおく。
言い換えれば、老いることで私らしくなると考えられる。たとえば、退職後の時間の使い
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方について、再就職、個人経営、ボランティア等での社会参加、アルバイト等、はたまた
自由人なのか等の選択は性格、日常の意識の持ち様によるところが大きいことになる。こ
れについて、次節で、前期高齢者の就労意識等の統計を示し述べたい。 
 
1.2 前期高齢者の就労意識 
 平成 26 年度版高齢社会白書によると、わが国の総人口は、1 億 2,730 万人（前年 1 億 2,752
万人）であり、3 年連続で減少している。そのような状況の中、高齢化率は 25.1％（前年
24.1％）で過去最高を示している。その要因として、生産年齢人口が減少していることもあ
るが、いわゆる「団塊の世代（昭和 22 年～24 年生まれ）」が 65 歳に達しているため、前
期高齢者が増加していることも一因として挙げられる。高齢者人口の増加は、2042 年にピ
ークを迎えて減少に転じるが、高齢化率は上昇していく。そして、2060 年には、高齢化率
39.9％に達し、2.5 人に 1 人が 65 歳以上、4 人に 1 人が 75 歳以上とされ、現役世代（15
～64 歳）1.3 人に高齢者 1 人を支える社会となると推計されている。 
しかし、このような高齢社会の「現役世代が高齢者を支える」という在り方には無理が
あり、現役世代と引退世代とのアンバランスな状態と見ることができる。経済成長が低迷
し、現役世代の就労・雇用形態が多様化し、国民皆年金制度の実施が将来的には危ぶまれ
ている現状もあり、実際に高齢者を支える現役世代は、人口統計上の数値よりかなり目減
りしている可能性がある。そこで、支える側を増やしていくことが必然的な取り組みとし
て考えられる。その対象として、元気な高齢者、特に前期高齢者が後期高齢者を支えてい
く取り組みが重要である。それは、高齢者間の階層化を意味するものではないが、将来の
平均寿命も驚異的に伸び、男性 86 歳、女性 90 歳を超えると推計されていることから、元
気な前期高齢者においては、就労や有償ボランティアなど様々な形態で社会的に活躍する
ライフスタイルが今以上に提唱されるだろう。その反面、実質的な生活費のために就労を
希望する生活に困窮している高齢者は増加しており、自治体主体で高齢者等の自立生活の
ために就労支援を行っている現状がある。 
もっとも時代と共に、高齢者の就労形態等のみならず、身近な家財等の必需品目も変わ
ってきている。平成 21 年度全国消費実態調査の結果によると、携帯電話やパソコンを所持
し、インターネットを活用して、友人知人との情報交換のみならず、仕事のためにパソコ
ンを使用する高齢者が増えている。つまり、高齢者の情報ツールの変化や情報機器の利用
能力によっては、高齢期の引退世代が、現役世代の就労領域へ再度参入していくことも可
能な状態である。 
60 歳以上を対象とした内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査（2013）」
によると、就労希望年齢については、「働けるうちはいつまでも」が 29.5％で最も多く、現
在仕事をしている人の約 4 割（37.4％）が「働けるうちはいつまでも」仕事をしたいと考
えている。このような意識には、現実的に定年と共に自分の肩書き・名刺が無くなること
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に一抹の寂しさが加わり、自分の愛着のある肩書きの代替を獲得することで、老後の安泰
を得る人も少なくないだろう。 
また、社会参加活動を通じてよかったと思うことでは、「新しい友人を得ることができた
（48.8％）」が最も多く、ついで「生活が充実できた（46.0％）」となっていた。「地域の奉
仕活動を実際に参加する条件」については、「自分自身が健康であること（53.6％）」や「一
緒に活動する仲間がいること（40.8％）」が重要視され、健康、生活の充実、仲間というキ
ーワードには、人生後半の生活観の一端が現れている。それは、「高齢者の就労の条件」と
も重複し、健康で仲間がいることが必要な条件となるであろう。 
これと同じような調査結果となっている総理府統計局の「就業構造基本調査（2014）」で
は、男性の就業者の割合は、60 歳～64 歳では 72.7％、65 歳～69 歳では 49.0％であり、多
くの高齢者が就労している。女性の就業者の割合は 60 歳～64 歳では 47.3％、65 歳～69 歳
では 29.8％でとなっている。このことは、社会一般に、多くの高齢者はまだまだ働きたい
という意識が高いと言われていることを裏付けている。統計では「60 歳～64 歳の有業者お
よび就業希望者は男性で約 8 割、女性で約 6 割」となっている。その「収入を伴う仕事」
は、「仕事を通じて友達や仲間を得る」、「働くのは体によい」という考えの人が多いという
調査結果も出ている。 
それらは、ボランティア等の社会貢献をしながら、生涯現役でいようとの意識が根底に
あると考えられる。実際に、ソーシャルビジネスの担い手として期待されている中高年齢
の人は、地域への多様なアプローチで参画している（遠藤 2011）。 
  
1.3 専門職後見人等の活動を行う独立型社会福祉士 
上記のような統計的実情から見た中高年者のなかでも、本研究で対象とするのは、社会
福祉士という国家資格によって後見等業務を行っている人である。福祉関係業種の既存組
織に長年勤務したのち後見等活動を行っている人、あるいは定年退職前後に社会福祉士の
資格を取得し、人生後半の仕事として後見等活動を行っている人等、さまざまな経歴の独
立型社会福祉士が後見等の業務を担っている。この現状から、前期高齢者による権利擁護
分野へのソーシャルビジネスへの参入は、着実に進んでいると言える。 
それは、高齢者の生活が社会化され、高齢者の権利も社会化してきていると見るならば
（大浦 2012）、前期高齢者が後期高齢者を援助するという順繰り支援、あるいは、元気な高
齢者が援助を求めている高齢者を支援するという、支え合いの同世代支援と捉えることが
妥当である。 
 後見活動の実態については、日本成年後見法学会身上監護研究報告書（2007）や、日本
社会福祉士会による「ぱあとなあ受任状況」報告書（2013）等で明らかにされている。制
度上において社会福祉士は、第三者の専門職後見人としての位置づけで活躍している。そ
の民法である成年後見法制度の後見活動の一連の職務は、社会福祉士の福祉援助をそのま
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ま適用できるものではなく（岩田 2006）、身上監護においては事実行為ではなく手配の実践
であり、社会福祉法ではなく民法に沿った支援である。また、既存組織での福祉援助と異
なり、地域で後見人等の活動を含む事業を行っている独立型社会福祉士は、社会福祉士の
立ち位置を明らかにし、地域のニーズに応じた柔軟かつ即応的な対応を可能としている（小
川 2012）。在宅の被後見人 1 人を援助するためには、介護保険制度や障害者総合支援法等
の各サービス事業ネットワークとともに、成年後見制度に関する支援ネットワークを構築
する後見人等の福祉力が必要である。もちろん、独立型社会福祉士についても、柔軟な支
援が行われているが、現役時代に地域とのつながりに乏しかった人は、定年後の仕事とし
て、地域の福祉ネットワークに広がりを持つことが求められている。 
 
1.4 後見人等の活動におけるリスク 
 成年後見業務を行うにあたり、その受任者自身（前期高齢者の独立型社会福祉士）の日
常の生活状況が変わり、思うように業務を遂行できなくなるなど、生涯現役を貫くには多
くのリスクがつきまとう。 
たとえば、後見人等との関係やその親族との関係で悩んでいるとか、関係機関との連携
が取れない、関係者とのトラブルを抱えている等により、後見業務を継続することが精神
的につらくなる場合がある。また、後見業務以外の仕事との調整が難しくなり、後見業務
を適正に行えなくなる場合も考えられる。それと共に、前期高齢者という時期は、家族や
親族等に負のイベントが発生し、個人的に悩みを抱えることも少なくない。そのことで、
後見業務の継続にゆとりがなくなる場合もある。もちろん、受任者が病気やけがをして後
見業務が滞ってしまう場合もあるだろう。このように、後見業務においては、受任者自身
の精神的負担の増大や健康不良等のリスクを常に抱えている。 
 
 
２ 研究方法 
本研究では、地域で成年後見人を受任している独立型社会福祉士を対象にする。これま
で、後見等受任者の独立型社会福祉士について言及しているものは見られるが、老年期の
受任者に限った後見活動についての実証的研究はほとんど見られない。そこで、その職務
におけるネットワークの形成プロセスと社会福祉援助技術等についてインタビュー調査を
し、その分析から生涯現役をめざす就労継続要因について検証する。 
 
2.1 M-GTA法による分析 
 本研究は、質的研究法の一つである修正版グランデッド・セオリ ・ーアプローチ（M-GTA）
を使用する。この M-GTA は、「社会的相互作用に関係し人間行動の説明と予測に優れた理
論であることが期待される」ことから、基礎的要素として、第 1 に「人間と人間が直接的
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にやり取りをする社会的相互作用に関わる研究であること」、第 2 に「ヒューマン領域が適
していること」、第 3 に「研究対象とする現象がプロセス的性格をもっていること」があげ
られている。本論は、独立型社会福祉士の後見活動がヒューマン領域であること、また、
ネットワークの形成や援助技術についてのプロセスを明らかにするものであることから、
M-GTA 法により分析を行った。 
 この M-GTA の方法について、木下（2003:236）は次の 7 項目で説明している。 
①分析テーマと分析焦点者に照らして、データの関連個所に着目し、それを一つの具体例
とし、かつ他の類似具体例をも説明できると考えられる、説明概念を生成する。 
②概念を創る際に、分析ワークシートを作成し、概念名、定義、最初の具体例等を記入す
る。 
③データ分析を進める中で、新たな概念を生成し、分析ワークシートは個々の概念ごとに
作成する。 
④同時進行で、他の具体例をデータから探し、ワークシートのヴァリエーション欄に追加
記入していく。具体例が豊富に出て来なければ。この概念は有効でないと判断する。 
⑤生成した概念の完成度は類似例の確認だけでなく、対極例について比較の観点からデー
タを見ていくことにより、解釈が有意的に隔たる危険を防ぐ。その結果をワークシート
の理論的メモ欄に記入していく。 
⑥次に生成した概念と他の概念との関係を個々の概念ごとに検討し、関係図にしていく。 
⑦複数の概念からなるカテゴリーを生成し、カテゴリー相互の関係から分析結果をまとめ、
その概念を簡潔に文章化し（ストーリーライン）、さらに結果図を作成する。 
 以上の分析方法を用い、本研究においては、分析焦点者を「後見活動をしている高齢期
の独立型社会福祉士」、分析テーマを「後見活動におけるネットワーク形成と福祉援助のプ
ロセス」とした。実際に後見活動を行っている社会福祉士の分析者は、対象者 10 名のイン
タビューを終えた時点で、分析の飽和状態と捉えた。 
 
2.2 調査対象者 
都道府県社会福祉士会の会員で、後見業務を行っている高齢者 10 名（平均年齢 68.5 歳）
を対象者とした。対象者は実践経験 5 年以上であり、後見研修に積極的に参加し、後見活
動の説明や課題等についての言語化を容易とする人とした。 
 
2.3 分析方法 
調査期間は 2013 年 8 月から 2014 年 1 月の間、個別の半構造化面接によるインタビュー
を実施し、インタビューの逐語録を作成した。データの解釈、概念の生成、カテゴリーの
生成は、常に対極比較や反対例を検討し、一定方向に解釈を進める危険を避けて分析を進
めた。 
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 なお、M－GTA の調査の前に、プレ調査としてグループインタビューを試みているが、
紙面の都合によりこれを省略している。 
 
2.4 倫理的配慮 
 調査対象者には、調査について事前に口頭で説明し、学術的な研究にのみデータを使用
することで協力への同意を得た。全てのインタビュー内容は IC レコーダーに録音し、逐語
録作成の段階で発言内容によって個人が特定されないように配慮した。 
 
 
３ 結果 
3.1 ストーリーライン 
 インタビュー分析の結果、17 の概念、5 のカテゴリーを抽出した。そして、以下のよう
なストーリーラインが得られた。なお、カテゴリーを【 】、概念を「 」、データからの
引用は『 』で表している。すべてのカテゴリー等の関係は図 1 に提示する。 
 
 前期高齢期の人達は、必ず自分の人生前半の仕事ぶりや、組織内での自分の立場等を振
り返る。その思いは、出世や昇進等の喜びよりも、悔んだりジレンマに落ち入ったりした
感情を強く思い起こすことが往々にしてある。また、【人生後半の意味づけ】をし、今後の
自分に適する仕事の選択について考え、仕事人生のタイムリミットを探りながら行動する
傾向にある。具体的には、定年退職も間近になり、人生後半の仕事として【福祉領域への
参入】をする可能性を見出す人たちがいて、その一例として、地域での後見活動を行う独
立型社会福祉士が存在している。その彼らにしてみれば、後見活動とは、人との関わりや
社会との接点を持つことによって、地域に貢献できる仕事がしたいという願望が満たされ、
地域で支援を行うことによる人との【ネットワークの形成】が成り立つという仕事である。
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実際の後見活動では、【援助技術や支援の迷い】をいろいろな場面で感じながらも、自分の
【年齢による仕事の限界】を探りながら仕事の充実感を得ている。また、前期高齢者とし
ての自分の生活を大切にし、ワークライフバランスを考えながら、良き人生への歩みを望
んでいる。 
このようなストーリーにおいて、独立型社会福祉士における高齢者の就労継続要因とし
て大きなウエイトを占めるのは、【援助技術や支援の迷い】と考えられる。支援の困難さ、
必ずしも正解のないような支援方法に対して悩むことに、独立型社会福祉士は仕事の醍醐
味を感じている。 
次項以下において各カテゴリーと概念について述べていく。 
 
3.2 【人生後半の意味づけ】 
 「人生前半の仕事ぶり」を考えると、会社という組織内での自分の立場等を考え、ジレ
ンマに落ち入る場合もあった。たとえば、「仕事による自己犠牲」として『もう、30歳定年
説っていうのがあって、新しい発想とかアイデアの面で、吸収力が劣ってくるんで、一線
では働けなくなる。若い人たちがすぐに割と、私がすごい苦労していることも、難なくさ
らさらってやっちゃったりとか。というのがあって、これはもう限界だなって』思うこと
もあって、選択定年の申請を出した人もいる。それとは逆に、『もう、ここまで来たら、や
れるところまでやってやろうという感じで、定年退職まで』という「惰性的なこなれた仕
事ぶり」を持続した人もいる。『サラリーマンの時は、俺が俺がということでやってきた』
ことで、「過当競争」の渦中の人もいた。また、『両親の面倒を見なきゃいけないかな、っ
てことが、転職のきっかけだったり』した。このようなことから、今後の自分に適した仕
事について考える。また、『転機はね、人生の中で年を重ねていくと、会社の中での生存競
争ね、やっぱり自分に合っていない仕事をやっていくと、どっかでやっぱり無理がある。
やはり、その中で淘汰されていく。自分もまあ 40 代でそういうものを感じて、このまま行
って 50 代 60 代になっても、たぶん社会の中で埋没されて、やはりその、端のほうで生き
ていく。』ことの辛さから、『ここで何かをしたいなという。ここで、まあ、とりあえず資
格を取らないとだめなんだろう。』と「自分を活かす」ことを考えた人もいる。『まず資格。
まず資格で淘汰されて、その資格者の中で競争していくのかな。確たるものはないんだろ
うけど、とにかく資格を取ることで』、次のライフステージを想像することができた。 
 
3.3 【福祉領域への参入】 
定年退職も間近になり、人生後半の仕事として、仕事人生のタイムリミットを探ること
もある。そこで社会福祉職の選択が見えてきた。『病院のソーシャルワーカーだったんだけ
ど、その人がすごく頼りになったんですよ。ああ、こういう仕事いいなって』思うことも
あって、社会福祉士の通信教育で資格を取った。 
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また、『セカンドライフの、支援みたいな制度がありまして、それをうまく活用して、』
資格を取得した人もいた。しかし、『すぐに社会福祉士で、成年後見で仕事になるとは想像
つかなかった』けれども、『高齢者の仕事がしたかったんで、やっぱり福祉の仕事の世界の
中に飛び込まないと、仕事ができないんじゃないかってことで』、【福祉領域へ参入】した。 
『サラリーマンに戻ろうとしたら戻れなくて、じゃあ、自分で仕事始めるか』と思い行
動した。『もちろん、介護の現場とかね、そういうケアのことも、やろうと思えばできたん
だけど、そっちは正直言って、ちょっと自信がなかった。』が、「福祉職を選択」する理由
として、『うちの女房が社会福祉士。だから一番身近なのは、妻の影響があるかもしれない』。
また、『私のような、その、社会経験というか、脱サラ、脱サラと言ったらおかしいんです
けど、ある程度会社勤めをした人が、次の仕事として、結構、社会福祉士を取る人』が多
くなってきていることで、同僚も多くなってきている。「人生経験が生きる」ことから、『こ
んなうれしいことはない、過去の経験が全部生きる。』と思う。 
そして、『それなりの息の長い仕事にできるということで、やっぱり、そんな価値はある。
でもその域になかなか。この仕事は、やはり人生経験も必要だ』と「年齢を加味」してい
る。『ある程度いろんな社会経験をしている人のほうが、いろいろ対応はできるんで、どち
らかというと、その、まあ、ある程度、第二の人生としての選択は悪くはない』と思う。「必
要とされている喜び」がある。『人に必要とされていることがうれしい』という素直な気持
ちになる。 
 
3.4 【ネットワークの形成】 
人との関わりや社会との接点を持ちながら地域に貢献できる仕事がしたいという「社会
貢献願望」から、社会福祉士による後見活動を行ってきた。後見の受任については、『ちょ
っと、大変そうなやつ、だれもやりそうもない案件があると、じゃ私やりますって。』言っ
て受けていく。『そういうのをやっていると、なんか、やっぱり人的なつながりも出てくる
んで、まあ、信用も出てくるっていうのもあるかな。まあ、そんなつもりはなかったんだ
けど』も、「信用の取得」により【ネットワークの形成】がなされていく。 
『ちょっとなんか、自分の少しでも後ろ盾が。会社人間って、会社が後ろ盾にあるわけ
ですよ。で、個人で今度やってくってなると、自分の力じゃないですか。会社の時はね、
正直言って、会社名があれば、ああって、そこでもう信頼関係ができる。でも、それが、
なくなる。なくなるってことはすごい面白いなって。楽しいじゃないですか、自分の力で
やっていく。』でも、その時に、ネットワークという『後ろ盾があるといいなって、そうい
う気持ちかもしれないね。正直言うと、そういう気持ちかもしれない。』また、逆に『自分
たちで、狭い中で構築』するようなところもあり、『じゃあ地域でなんかやろう、というと
同じ人が集まってきちゃうんですよね。だから、新しいチャンネルを作れない』という場
合もある。『資格もやっぱり取ることっていうのが基本であって、あることが前提。』で、『資
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格を取るとそこで仲間になりますから。やっぱり私の人脈の作り方っていうのは、一回一
緒に仕事をしちゃう。うん、そこで広がっていく。』というビジネススタイルを心掛けてい
る。『いくら名刺交換幾何百枚したって一向にそういうものって、結びつきにならない。』 
そして、地域の人との活動により、後見活動だけでない人脈の「社会との広いネットワ
ーク」ができる。たとえば、『地域の最初のデビューは、自治会。役員。役員やってくれ
って言われて。書記をやってくれって言われて、一年間ならいいよって。でもそれをや
って本当に良かったって思ってね。あの、男性って会社人間だから、地域なんて本当に、
隣くらいしか知らないんですよ。男はその辺情けないよね。』と言いながら、地域の人たち
とも『連携を取って。あの、そういう中でなかなかお金には結びつかないんだけど、自分
の存在をわかってもらえる』ことに喜びを見出している。 
『私も地域の中でつながっている社会福祉士とは、もう一緒に行動して、問題解決、コ
ーディネータやっちゃってるんですね。』と言い、社会福祉士同士の「仲間との横のつなが
り」の大切なことを認識している。『時間かけなくても、取り敢えず、できているのは、必
ずそこにネットワークができている。電話しても相手の顔がわかるから、こういうのがで
きれば楽です。いわゆる狭義のネットワーク』もある。また、『非公式のネットワーク、公
式なネットワークその中で、人脈を作って行って』、後見活動に役立てている。もちろん、
『受任 1 件で一生懸命やる人の価値観も認める。』 
 
3.5 【援助技術や支援の迷い】 
『成年後見人を受任して、それは、でも社会貢献で、半分ぐらいは経験のつもりでやろ
うと思って』いた。『じゃあ自分でもできるかなって』思って、『ああ、これならできそう
かも』と思えるようになった。3 件くらい受任したら、後見活動の実際については、『その
人がかわいそうだとか、そういうのは一切入れちゃだめだと思いますし、我々プロはね。
情は一切いれない』で行動している。『本人と話していても、本人の意思というのはなかな
か推測しかできないですよね。その人の生きてきたものをいうのを推測しながら、じゃあ
どうしたらいいんだとやりますけど、そんなに情報っていうのはないし、じゃあ選択肢が
どれくらいあるかというと、そんなない』。それは、『もうケースバイケースなんだけど、
あの、その人のリクエスト、その人の本当に判断能力があって言っているのか、そこを見
極めないとだめ』と思っている。『それをやっぱり悩んでしまって』、そういう社会福祉士
は、『大切なものを持っているんですよ。ハードル越えられない人。』という感じでもある。
『ただ単に寄り添うんじゃなくて。そういうのは、やっぱり、ある程度の経験とか年齢も
あるんですよね。ネットワークを作れて、その人が望んでいる最後の過ごし方をできると
いうのが、あるべき姿かなと思いますよ。プロがやる身上監護というのは、そうだと思う』
と、「寄り添いと契約の支援」として分析もしている。 
『今は、身上監護の重要性も出てきて、どこまで身上監護を含めるかと、非常に難しい
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問題があるんですけどね。それをきちんと丁寧にやらないといけない』と思う。『最初に 10
人いて 1 人がやっていると、その価値観って、やっぱりちょっとおかしいよってなるんだ
けど、時代とともに 2 割 3 割になってくると、あれ、ちょっと無視できないな、やがて 4
割になると無視できなくなる。時代とともに価値観って変わってくるから、今は異端児か
もしれないけど、あと 10 年したら主流になる』という「ケア領域の拡大」と思って後見活
動を行っている。 
『後見人って、本当に人間力がないとできないんで。あの、まあ制度も熟知していない
といけない』ので勉強が必要である。だから、『後見人を受けるということは、その人のそ
の、残りの人生ですよね。全部引き受けるというそういう覚悟』がないとできないと思う。
そして、『その人のことを考えてプロデュースするということが成年後見だ』と「後見人の
価値観の違い」を感じている。 
 
3.6 【年齢による仕事の限界】 
「仕事の充実」感を得て、前期高齢者としての自分の生活を大切にし、「ワークライフバ
ランス」を考えながら、「結果論的に良き人生への歩み」を望んでいる。 
また、前期高齢者が、被後見人等である「後期高齢者を支援」するという構図について、
『ある程度の年齢になって、後見人する時には、誰もが感じることだと思うんですよね。
だからやっぱり後見人を受ける時には、年齢は、やっぱり気になります。』と答えている。
『ただ、あの、年齢順に亡くなるわけじゃないから。はは。人生はね。』と、年齢について
は楽観的でもある。 
自分では、『効率的にやれないってこともあるんだけど。本当にその人の立場で、その、
やりたくても、ルールの中でやらなきゃならないこと』もあるが、『まあ流れの中で、ここ
まで来たっていう。それで、もう成年後見が自分に合っていて、今、本当に楽しく』思っ
ている。『自分としては、縮小していきたいなって思っていたんだけど』、『こういう拡張傾
向、拡張ならいいんだけど膨張傾向で。逆に、自分のできることを、もっと明確にしてい
かなくてはならないと思っている。』 
年齢を考えると、『受任する時にその人のこれからの一生をね、あの、支援していかなき
ゃならないということは、自分が先に亡くなっちゃいけないじゃないですか。そうすると
せいぜい、自分よりまあ、15 歳 20 歳、最低でも 10 歳離れていないと、自分が先に逝っち
ゃう可能性があることになっちゃうので、そうすると、やっぱり高齢者しか担当できない』
と思う。最後に『そろそろ自分の老後も本当に考えなければならなくて。自分の病気のこ
とも考えなければならない』とし、「年齢による仕事の限界」を自覚している。 
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４ 考察 
 人が就労を継続していくには、まず健康であることは言うまでもない。若者であろうが
高齢者であろうが、健康管理は十分になされて当然である。そのうえで、高齢期に差し掛
かることによって、人は自分の人生を振り返り、その後も就労を継続しようとする人々が
少なくない。 
本研究では、その就労の職種について、独立型社会福祉士という資格を生かす仕事に着
目して調査した。分析によると、独立型社会福祉士における高齢期の就労継続については、
人生後半も就労を選択すること、福祉の成年後見等の専門領域で仕事をすることによって
生涯現役とすること、仕事をやりやすくするためのネットワークを形成すること、援助技
術や支援の迷いを仕事の醍醐味と考えること、そして、生涯現役と言えども、現役の限界
線（退き際）を決めることであることの５要因が挙げられた。 
これらの結果を踏まえ、以下に考察する。 
 
4.1 管理と依存の境界 
 成年後見制度の利用者数は年々増加傾向にある。そして、近年、親族後見よりも専門職
後見の受任件数の方が多くなってきている。主な専門職後見としては、弁護士や司法書士、
社会福祉士となっている。その専門職の社会福祉士と言っても、独立型社会福祉士が中心
となって後見等を受任している。 
今回の調査結果によると、独立型社会福祉士は人生後半で自分を活かす仕事に就きたい
と考えていた。それは逆に、人生前半の就労は自己犠牲や惰性的な時間の連続に身を置い
ていて、自分を活かすことができず、必要とされる喜びを自覚する機会が少なかったとも
言える。それは、俗にいう窓際族を指すものではないが、組織の中で信用を取得し仕事に
対し充実感も得ていた時もあるだろうが、反面、長期的に見れば、会社人間として組織に
依存していた面が強いと思われる。もちろん、会社や組織は人を管理しているのであるか
ら、会社組織に属していれば誰もが依存していると見ることもできるであろう。依存と管
理については、人と会社組織である双方の合意ということになる。 
 成年後見業務においても、後見人と被後見人は、管理と依存の関係にあると思われる。
後見人の業務は財産管理と身上監護であり、管理と配慮が必要であり、援助技術や支援に
対する迷いを繰り返しながらも、寄り添いと契約のもと被後見人を支援していく。成年後
見の身上監護において、手配や配慮の行為は基本的な業務となる。被後見人の心身の安全
を確保するための生活管理も必要な場合がある。被後見人を管理するとなれば、後見人の
価値観を被後見人に押し付けることや強制に値することにもなり得るし、知らず知らずに
被後見人を支配してしまうことも考えられなくもない。後見人による被後見人への最低限
の管理と福祉支援との境界をわきまえておく必要がある。 
また、被後見人は判断能力が低下することから、自己決定はあるものの自主性が喪失し
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ていけば依存する傾向になると思われる。それは、先ほど述べた被後見人への管理=支配と
も通じるものがある。つまり、依存することは、支配されることでもあると考えられる。 
高齢期の後見人が業務上注意したいのは、被後見人である後期高齢者を自主性を持たな
い依存者と考えてはならないということである。成年後見制度において後見人の管理と被
後見人の依存の関係が過度になることは、人権意識が形骸化し、ノーマライゼーションの
思想に関する思考が停止している状態と見ることができる。手厚い福祉支援によって、対
象者本人の自主性が喪失する結果をもたらすことは問題である。ここに、エンパワメント
アプローチを取り入れることは重要と考えられる。そして、このような状況を回避するた
めにも、福祉関係のネットワークを形成し、業務に関する報告や相談による社会福祉士の
基本倫理を確認する作業が、後見人には欠かせないと思われる。 
 
4.2  就労への執着・リスクの分散 
 高齢期の独立型社会福祉士の就労への執着要因には、老後の経済的な問題もあるが、身
近な地域での社会貢献願望が満たされ、年齢を加味したこれまでの人生経験を活かせるこ
と等が見いだせた。2012 年の社団法人日本社会福祉士会権利擁護センターぱあとなあの統
計によると、被後見人等のうちの高齢者の割合は 7 割を占めており、また判断能力が不十
分な理由は認知症が約 50％となっている。このようなことから、被後見人等は、認知症高
齢者が多くを占めている傾向を示している。後見業務という前期高齢者の就労には、福祉
支援によって後期高齢者を支援するという順繰り支援の形が見られる。高齢者になってか
ら転職などは困難な場合もあるので、一つの仕事に執着する。また、後見業務は国家資格
を活かしていて、これには弁護士や司法書士等と同じく原則として定年はない。そのため、
業務のみならず個人的生活状況においても日頃から就労継続に関するリスクを分散し、独
立型社会福祉士として生涯現役を貫こうとする場合が少なくない。 
 しかし、何らかの理由で後見業務が滞る状態が続けば、被後見人への支援が途切れるの
で注意が必要である。実際に、高齢者が後見人を受任している件数が増加している状況も
あり、高齢者後見人のリスクマネジメントの問題事例が増えてきている。就労への執着は
悪いことではないが、後見人の職務については遵守することが家庭裁判所で求められてい
る。 
 
 
５ 本調査研究の意義と今後の課題 
独立型社会福祉士はその資格取得により地域のネットワークを形成することで、人生後
半の仕事を確保し構築していることを本研究で提示することができた。 
将来的には、仕事・就労を人生前半と後半に分けることもなくなるであろうことが予測
できる。しかし、現代における多くの高齢者は、終身雇用や定年制度等の労働形態の社会
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に身をおき、人生後半の仕事を新たに設定しなければならない人たちである。高齢者の働
く方法の一つとして、専門職後見をしている高齢者を焦点化し調査分析し、高齢者の生涯
現役のための就労要素の実態を明らかにした。 
また、研究の初段階でプレ調査を行い、その後 M-GTA 法を用いて質的研究を行い検討し
た。質的研究の方法論的限界から一般化の立証には至らないが、このような研究の蓄積や
開示により、一般化に近づけていくことが望まれる。また、この調査のインタビューの時
点で、ワークライフバランスの部分の聞き取りが浅かったので、今後は、前期高齢者であ
る独立型社会福祉士における生活の質の維持管理について検討したい。 
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